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新たな媒体を求める広告ビジネス

「視聴率1パーセント」が驚異的な数字に

わが国でも多チャンネル放送が登場しているが、大

半は有料放送がベースで、広告収入は補完的な位置

付けになっている。では地上波放送の今後はどうか。

米国では、多チャンネル放送の登場で地上波放送

の視聴率が下がったと伝えられている。わが国でも、数

百のチャンネルが登場すれば、地上波放送やBS放送

の視聴率が低下していくことは必至であろう。

現在、民放地上波放送の広告料は視聴率によって決

められているが、超多チャンネル時代に予想される視聴

率の低下により、広告収入も低迷していくのだろうか。

答えは「否」である。

なぜなら、現在の地上波放送がシノギを削っている

視聴率の範囲が10～30％であるからだ。現在、米国

ではCNNでさえ視聴率は1％という。超多チャンネル

の時代では、視聴率が1％であっても驚異的に高い数

字だと言えるのではないだろうか。

そういう状況で、日本で地上波放送の視聴率が今よ

り少し下がったとしても、その価値は現在と同等か、そ

れ以上のはずである。

米国の地上波放送も、超多チャンネル化の影響で

視聴率は低下したが、広告収入はほとんど影響を受

けなかった事実が伝えられている。わが国でも有料チ

ャンネルが増加することにより、地上波放送の視聴率は

低下するだろうが、広告収入への影響は少ないと考え

られる。日本に本格的な超多チャンネル時代が来ると、

日テレやTBSでさえ視聴率1％をめぐって争うことにな

るのかもしれない。

パソコンは広告媒体になるのか

わが国でもパソコンの普及率が高まっており、多くの

広告会社が「新たな大型広告媒体としてのパソコン」に

期待している。

広告会社の盛衰を見ると、新たな広告媒体が登場し

たときに積極的に取り組んだ広告会社ほど大きく発展

しており、パソコンが大型の広告媒体になるなら、今か

ら対応しておくことが必要である。オフィスユースのパ

ソコンが広告媒体として機能するなら、ビジネスマンに

ターゲッティングしやすいだけに、家庭のテレビ広告と

は違ったかたちの新たな広告展開を期待できる可能性

が高い。さらには、テレビの視聴者層とパソコンのユー

ザーは、消費嗜好が異なるケースが多いと予測される

ため、パソコンを広告媒体にできれば広告の新たなタ

ーゲットを増加させることができるだろう。

インターネット広告の特性

インターネットの爆発的な普及によって、ビジネスマン

が仕事中にウェブを見る時間は伸びている。そこで、ト

ヨタやサントリーなど国を代表するような企業、いわゆ

る「ナショナルクライアント」が、オフィスにいるビジネス

マンなど「テレビの視聴時間が短い層」にも自社の製品

をアピールするため、インターネット広告の効果について

関心を高めている。

インターネット広告の特徴は、雑誌や新聞などの紙媒

体並み、もしくはそれ以上の詳述性を備えていること

だ。しかし、その力が発揮されるかどうかは、広告の

対象になる商品やサービスの性格に左右される。

具体的な例として、清涼飲料水とワインで考えるとわ

かりやすい。

清涼飲料水の場合は、全国一律に流れるメディアを

使い、広告中で商品名をひたすら連呼するだけで相当

な広告効果を上げられる。対してワインの場合は、商

品が多種多様で消費者の好みも分かれるため、インタ

ーネット広告のような双方向性のメディアで、消費者が

より詳しい情報を得られたほうが便利に違いない。

さらには、高額な商品を買おうとするとき、テレビのコ

マーシャルだけを見て購入を決める人は少ないと予想

されるだけに、より多くの情報が求められるようになる

のは当然のことである。
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